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2筑前議会だより（62号）

６
月
定
例
会6月定例会 ６月４日から１１日までの８日間の日程で開催された。

報告１件・議案４件が提案され、審議の結果、
原案のとおり可決した。主な議案は以下のとおり。

一般会計補正予算
（第３号）

３億５０３７万円を増額
骨格予算として編成した当初予算に

政策的な予算（肉付け予算）を加えるもの

◇プレミアム付商品券発行補助金

育ち盛り子どもたちの「食」の応援事業 みなみの里のトイレ・空調改修工事

150万円
◇空き家対策事業（老朽危険空家等除去費補助金） 500万円

165万円 1375万円

638万円

２２２０万円 1815万円

◇旧三輪町戦病没者芳名碑修復工事・
　旧夜須町慰霊碑立像解体工事等

0～18歳の児童生徒がいる
世帯にお米等を配布

保育所・幼稚園等における感染予防対策事業
650万円

町内保育所・幼稚園等に感染症
予防対策のための支援金を交付

山麓地域活性化事業
１００万円

山麓地域活性化についての調査研究費

教育情報化推進事業
1340万円

公共施設の空間安全安心確保
１２２６万円

分散授業の実施のため、小中学校普通教室
以外の教室にWi-Fiアクセスポイントを設置

コロナ感染防止対応のための
改修工事

非接触型サーマルカメラ
（50台）を購入

◇文化財事務所再建基本計画・基本設計
　業務委託料

◇教育情報化推進事業（校務用パソコン購入）
　※３か年入替計画の１年目

一般会計補正予算
（第4号）

１億４８８５万円を増額
主に新型コロナウイルス対策関連予算

◆予算増額の主なもの◆
◇子育て世帯生活支援特別給付金支援事業

3028万円 825万円
◇原地蔵調整池基本設計業務委託料
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６
月
定
例
会
・
第
２
回
臨
時
会

第2回臨時会 ５月24日の１日間の日程で開催された。
同意３件、承認３件が提案され、審議の結果、
原案のとおり同意・承認した。

選挙管理委員会 新 人 事 の 紹 介
◇
委
員

　
前
田  

義
徳  

　
氏

　
一
ノ
宮
富
久
美  

氏

　
松
澤  

善
孝  

　
氏

　
岡
部  

由
美
子  

氏

◇
補
充
員

　
島
村  

久
雄 

　 

氏

　
尾
畑  

文
隆 

　 

氏

　
田
中  

和
美  

　
氏

　
倉
地  

典
子  

　
氏

監
査
委
員（
新
任
）

　
古
山  

修
治  

氏

教
育
委
員
会
委
員（
新
任
）

　
岡
部  

新
吾  

氏

副
町
長（
再
任
）

　
中
野  

髙
文  

氏

問
　
山
麓
地
域
活
性
化
事
業
の
内

容
は
。

答　

山
麓
線
沿
線
の
活
性
化
を
図

る
た
め
の
調
査
研
究
費
。地
元
、学

校
、企
業
や
福
祉
施
設
の
方
々
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
予
定
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
町
長
）

〇
軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割

　
軽
減
措
置
の
延
長

　※

令
和
３
年
４
月
１
日
施
行 

・
税
率
軽
減
の
特
例
措
置
適
用
期

限
を
９
カ
月
間
延
長
。

・
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
う
ち
50
％

軽
減
及
び
25
％
軽
減
を
営
業
用

乗
用
車
に
限
定
し
、期
間
を
２

年
間
延
長
。

〇
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税

制
の
延
長

　※

令
和
４
年
１
月
１
日
施
行 

・
健
康
維
持
増
進
及
び
疾
病
予
防

の
取
り
組
み
と
し
て
、特
定
の
医

薬
品
購
入
費
用
に
つ
い
て
所
得

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
個
人
住
民
税
の
非
課
税
の
範
囲

　※

令
和
６
年
１
月
１
日
施
行 

・
扶
養
親
族
を
16
歳
未
満
の
者
及

び
控
除
対
象
扶
養
親
族
に
限
定

す
る
。

問
　
固
定
資
産
税
等
の
特
例
の

適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の

申
告
等
の
条
文
に
つ
い
て
、分
か

り
や
す
く
住
民
に
周
知
す
る
手

引
書
の
よ
う
な
も
の
は
で
き
な

い
か
。

答　

作
成
に
つ
い
て
は
検
討
す

る
。　
　
　
　
　（
税
務
課
長
）

　

問
　
育
ち
盛
り
子
ど
も
た
ち
の
食

の
応
援
事
業
の
米
等
の
配
布
時
期

と
対
象
年
齢
は
。

答　

配
布
時
期
は
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
状
況
で
判
断
す
る
。令
和
４
年
４

月
１
日
生
ま
れ
ま
で
を
対
象
と
す

る
。　
　
　
　
　
　
　（
総
務
課
長
）

問
　
み
な
み
の
里
の
ト
イ
レ
・
空

調
改
修
工
事
の
必
要
性
は
。

答　

故
障
が
多
く
、度
々
職
員
が

対
応
し
て
お
り
、改
修
も
含
め
て
工

事
を
行
う
。　
　
　
　
　（
副
町
長
）

問
　
保
育
所
・
幼
稚
園
等
に
お
け

る
感
染
予
防
対
策
事
業
の
金
額
の

振
り
分
け
は
。

答　

園
児
の
人
数
で
仕
分
け
す

る
。　
　
　
　
　 

（
こ
ど
も
課
長
）

質
疑
応
答

質
疑
応
答

◇
筑
前
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　（
主
な
改
正
点
）

◇
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

〇
県
知
事
選
挙
費

　
　
　
　
　
　
　
　
９
０
４
万
円

◇
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
費

　
　
　
　
　
１
億
３
１
２
８
万
円

問
　
個
人
住
民
税
に
係
る
給
与

所
得
者
の
扶
養
親
族
申
告
書
に

対
す
る
準
用
条
文
の
要
件
と
は
。

答　

申
告
書
に
記
載
す
べ
き
事

項
の
提
供
を
、適
正
に
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
措
置
を
講
じ
て
い

る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　 

（
税
務
課
長
）
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第
４
期 

所
信
表
明

風土とＦｏｏｄを
活かし学びと心地よい
田舎暮らしができる

「とかいなかの筑前町」

町長のお約束！

道の駅
筑前みなみの里
の振興

企業誘致
雇用創出

スマート農業
の導入

アフタースクール
の充実

高齢者組織
の運営支援

高齢者・障がい者
福祉の充実借入残高の減額

健全財政を堅持

コロナワクチン
接種の促進

平和を学ぶ拠点
筑前町立大刀洗
平和記念館

歴史を物語
る文化財
の活用

北部地域
の振興

リモート会議
 電子マネー
の普及

憩いの場
多目的運動
公園ぽぽろ

◇町長選挙後の６月定例会において所信表明があり、議会としては、
　この所信表明がいかに実現されていくか注視していきます。



委
員
会
活
動
報
告
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総
務
建
設
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
総
務
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、

前
期
よ
り
協
議
し
て
い
た
町
の
財

産
管
理
や
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
つ

い
て
、調
査
研
究
を
引
き
続
き
行
い

ま
す
。

　
町
内
に
は
老
朽
化
し
た
町
営
住

宅
な
ど
が
点
在
し
て
い
ま
す
。こ
れ

ら
の
公
有
財
産
が
有
効
に
活
用
で

き
る
よ
う
に
執
行
部
と
協
議
し
て

参
り
ま
す
。

　
ま
た
、被
災
し
た
県
道
77
号
線

も
早
期
全
面
開
通
に
対
し
て
、町
民

の
皆
さ
ん
の
声
が
大
き
く
、要
望
活

動
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、豪
雨
災
害
の
対
策
に
於

い
て
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
で
は
読

み
取
れ
な
い
、実
際
の
水
路
等
の
氾

濫
箇
所
の
改
善
に
つ
い
て
、調
査
研

究
を
行
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
関
係
の
対
策
で
は
、住

民
の
皆
さ
ん
の
生
の
声
を
行
政
に

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
で
は
、昨

年
11
月
に
行
っ
た
教
育
委
員
会
と

の
意
見
交
換
会
の
総
括
を
行
い
、今

後
の
課
題
や
政
策
提
言
に
ど
う
結

び
つ
け
て
い
く
か
、議
論
し
ま
し
た
。

　
今
年
２
月
に
は
新
委
員
会
メ
ン

バ
ー
に
な
り
、委
員
会
テ
ー
マ
を

「
見
て
・
聴
い
て
・
町
に
提
言
」と
、前

回
の
委
員
会
テ
ー
マ
を
継
承
し
て

い
く
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
４
月
に
町
の
７
ケ
所
で
分
散
し

て
保
管
さ
れ
て
い
る
、文
化
財
と
民

族
資
料
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
課
題
と
し
て
、分
散
し
て
資
料
を

保
管
し
て
い
る
た
め
、湿
度
管
理
や

活
用
時
に
苦
慮
し
て
い
る
こ
と
や
、

す
べ
て
の
施
設
で
老
朽
化
が
進
み
、

雨
漏
り
対
策
や
害
獣
の
進
入
を
防

ぐ
た
め
の
維
持
管
理
費
用
が
か
さ

ん
で
い
る
状
況
が
あ
り
、こ
れ
ら
を

踏
ま
え
、今
後
の
文
化
財
管
理
に
つ

い
て
も
委
員
会
と
し
て
提
言
し
て

い
き
ま
す
。

　
委
員
会
で
は
テ
ー
マ
で
あ
る「
見

て
・
聴
い
て
・
町
に
提
言
」を
具
現
化

し
て
い
く
た
め
に
、創
意
工
夫
し
た

活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

繋
ぐ
為
に
、商
工
会
や
町
内
諸
団

体
と
の
意
見
交
換
を
行
い
、光
フ
ァ

イ
バ
ー
等
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
の
設
備
が

適
当
で
あ
る
か
な
ど
、委
員
会
で

は
、今
期
こ
れ
ら
の
課
題
を
中
心
に

調
査
研
究
し
て
参
り
ま
す
。

令和２年７月　県道77号線災害状況

文化財保管状況の視察（足田牟田整理室）
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議
決
結
果
・
請
願
審
査○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議長　田中政浩は、賛否同数以外採決に加わらない。○は賛成、●は反対、欠は欠席、退は退席。

議員名

議案名

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

令和３年６月定例会

区
分

審
議
結
果

可

　決

予

　算

可

　決

発

　議

報
告

可
決

条
例

寺
原

　裕
明

柳

　
　雅
明

持
山

　英
幸

石
橋

　里
美

木
村

　和
彦

深
野

　良
二

田
口

　讓
司

山
本

　一
洋

奥
村

　忠
義

山
本

　久
矢

木
村

　博
文

河
内

　直
子

横
山

　善
美

報告のみ

新型コロナウイルス感染症と闘う医療・介護従事者等に対
し敬意と感謝の意を表する決議

令和２年度筑前町一般会計予算の繰越明許費繰越

令和３年度筑前町一般会計補正予算（第３号）

令和３年度筑前町一般会計補正予算（第４号）

令和３年度筑前町下水道事業会計補正予算（第１号）

筑前町手数料条例の一部を改正する条例の制定

地方財政の充実・強化を求める意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員名

議案名

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

（５月24日）第２回臨時会

区
分

審
議
結
果

同

　意

可

　決

補
正
予
算

人
事
案
件

可
決

条
例

寺
原

　裕
明

柳

　
　雅
明

持
山

　英
幸

石
橋

　里
美

木
村

　和
彦

深
野

　良
二

田
口

　讓
司

山
本

　一
洋

奥
村

　忠
義

山
本

　久
矢

木
村

　博
文

河
内

　直
子

横
山

　善
美

専決処分の報告・承認
（筑前町税条例等の一部を改正する条例の制定）

専決処分の報告・承認
（令和３年度筑前町一般会計補正予算（第１号））

専決処分の報告・承認
（令和３年度筑前町一般会計補正予算（第２号））

筑前町副町長の選任

筑前町監査委員の選任

筑前町教育委員会委員の任命

　
２
０
２
２
年
度
の
政
府

予
算
と
地
方
財
政
の
検
討

に
あ
た
り
、「
地
方
財
政
の
充
実
・
強

化
を
求
め
る
意
見
書
」の
提
出
を
求

め
る
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
出
現
に

よ
り
、地
方
自
治
体
に
対
し
、新
た

な
行
政
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
。地

方
自
治
体
の
財
政
需
要
を
的
確
に

把
握
し
な
が
ら
必
要
な
財
源
を
確

保
し
、地
方
財
政
の
確
立
を
目
指
す

必
要
が
あ
る
た
め
。

請

願

提
出
の
理
由

委
員
会
審
査
結
果 

　  

　
　
採
択

意
見
書
採
択（
全
会
一
致
）

国
の
関
係
機
関
へ
意
見
書
を
提
出

総務建設
常任委員会
に付託

本会議で
採決

（
自
治
労
筑
前
町
職
員
労
働
組
合
）



7 筑前議会だより（62号）

感
謝
決
議 全会一致で可決

「医療・介護従事者等への敬意と感謝の意を表する決議」

新型コロナウイルス感染症と闘う
医療・介護従事者等に対し敬意と感謝の意を表する決議

　新型コロナウイルス感染症の拡大により、医療・介護従事者等においては、緊張が続く現場で、自

らの危険をかえりみぬ献身的な努力が今も続けられている。

　このような苦労が認められている一方で医療・介護従事者等に対する偏見や差別的言動がある

ことも事実である。

　病院の職員が、店舗の予約や保育園の卒園式への出席を

拒否される、タクシーの乗車拒否に遭うというものや、子ど

もの学童保育や保育所の受け入れを断られる、配偶者が職

場から出勤停止を命じられるという事態も起きている。

　筑前町議会としてはこのような実態を踏まえ、医療・介護

従事者等に対する敬意と感謝の意を表するために、以下の

ような決議を全会一致でおこなった。

　新型コロナウイルス感染症が世界中で猛威をふるう中、我が国では令和２年４月７日に改正新型
インフルエンザ等対策特別措置法に基づく初の緊急事態宣言が発令され、人々の生活や経済活動
は大きく制約を受けている。
　本県においても、これまでの国の緊急事態宣言の発令を受け、県民生活はもとより、特に検査・医
療・救急搬送の現場は、これまで経験したことのない危機に直面している。
　全国的に医療・介護従事者等が、いわれなき偏見や差別を受けているとの不本意な報道がある
中、感染リスクにさらされながら緊張が続く現場での医療・介護従事者等の自らの危険をかえりみぬ
献身的な努力が現在も日々続いている。
　よって、筑前町議会は、医療・介護従事者をはじめ新型コロナウイルス対策に携わっている全ての
人々に対し、最大限の敬意と感謝の意を表するとともに、その活動を全面的に力強く支える議会活動
を展開していく。

　以上、決議する。
　　　令和３年６月11日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　筑前町議会

詳しくはこちら

シトラスリボン
プロジェクト

私たちは、コロナ禍で生まれた差別や偏見をなくす

取り組みである「シトラスリボンプロジェクト」に

賛同しています。　　　　　　　　～筑前町議会～
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一
般
質
問

ここが知りたい！

６月 定例会

一 般 質 問

①石橋 里美 議員　　　　　   Ｐ９
　きめ細やかなワクチン接種の取組みを

②深野 良二 議員　　　　 　Ｐ10

※一般質問に関する記事は、質問者自身で作成しています。
　詳細は、会議録（ホームページ掲載・図書館設置）を
　ご参照ください。

会議録は
こちらから

６月議会では、４名の議員が一般質問を行い、町政
全般の現状や方針について報告や説明を求めた。

GIGAスクール構想で教育格差をうまない
施策を

ギ　ガ

③河内 直子 議員　　　　　 Ｐ11
　白線が消えかかっている駐車場の整備を

④山本 一洋 議員　　　　 　Ｐ12
人口減少地域への、人口増加につながる
活性化策は

令和３年第２回定例会
（６月４日～１１日）
本会議開会３日間

インターネットライブ中継
アクセス件数

214件

インターネットで議会傍聴しませんか？

本会議の様子をライブ配信（生中継）しています。
録画映像配信は、議会終了から約３日後です。
また、過去の録画配信（令和２年９月定例会～）も
視聴できます。パソコンやスマートフォン等で
アクセスしてください。

（町ホームページ→筑前町議会→本会議映像配信）
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一
般
質
問

石
橋
　
一
人
で
悩
ん
で
不
安

を
抱
え
て
い
る
、一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
の
方
を
訪
問
し
、

声
か
け
や
接
種
予
約
の
お
手

伝
い
を
、行
政
か
ら
区
や
民

生
委
員
の
方
へ
お
願
い
で
き

な
い
か
。

町
長

　民
生
委
員
さ
ん
の
方

に
も
、チ
ラ
シ
だ
け
で
な
く
、

是
非
声
か
け
の
お
願
い
を
し

た
い
。

石
橋
　
接
種
会
場
ま
で
行
く

交
通
手
段
を
持
た
な
い
高
齢

者
の
方
等
に
、タ
ク
シ
ー
利

用
券
の
導
入
は
で
き
な
い
か
。

副
町
長

　町
長
か
ら
タ
ク

シ
ー
利
用
券
等
の
導
入
検
討

指
示
が
出
て
お
り
、要
綱
等

を
検
討
し
た
い
。

石
橋
　
重
度
障
害
者
の
あ
る

方
を
自
宅
で
介
護
さ
れ
て
い

る
ご
家
族
も
、優
先
接
種
対

象
者
に
含
め
ら
れ
な
い
か
。

健
康
課
長

　国
か
ら
の
接
種

順
位
に
係
る
取
扱
い
な
ど
の

通
達
指
導
等
に
基
づ
き
、今

後
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

町
長
　
希
望
さ
れ
る
方
全
員

が
接
種
で
き
る
よ
う
に
様
々

に
努
力
し
て
い
く
。

石
橋

　一
人
で
も
多
く
の

方
々
が
安
心
し
て
予
約
か
ら

接
種
ま
で
終
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、き
め
細
や
か
な

取
り
組
み
を
行
う
よ
う
要
望

す
る
。

防
災
用
備
蓄
品
の
充
実

石
橋
　
防
災
用
備
蓄
品
と
し

て
本
年
４
月
に
更
新
さ
れ
た

生
理
用
品
や
紙
お
む
つ
の
古

い
物
の
活
用
方
法
は
。

教
育
課
長

　生
理
用
品
に
つ

い
て
は
今
回
、各
中
学
校
で
有

効
に
活
用
し
た
い
。

福
祉
課
長

　紙
お
む
つ
は
生

活
困
窮
者
等
へ
の
支
援
を
筑

前
町
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会

に
て
実
施
し
て
お
り
、活
用
が

可
能
と
考
え
て
い
る
。

石
橋

　災
害
時
に
赤
ち
ゃ
ん

を
守
る
と
と
も
に
保
護
者
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、使

い
捨
て
哺
乳
瓶
を
備
蓄
で
き

な
い
か
。

新
型
コ
ロ
ナ

　ワ
ク
チ
ン
接
種

石橋　里美　議員

きめ細やかなワクチン接種の取組みを
タクシー利用券等の導入など様々に努力していく

使い捨て哺乳瓶

環
境
防
災
課
長

　製
品
の
強

度
や
価
格
、近
隣
市
町
村
の

導
入
状
況
等
を
調
査
し
た
上

で
、備
品
更
新
時
等
に
、洗
浄

が
必
要
な
哺
乳
瓶
を
、使
い

捨
て
哺
乳
瓶
へ
切
替
え
購
入

す
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

石
橋

　液
体
ミ
ル
ク
の
備
蓄

に
つ
い
て
、そ
の
後
の
町
の
検

討
結
果
は
。

環
境
防
災
課
長

　物
資
協
定

を
締
結
し
て
い
る
事
業
者
か

ら
の
調
達
で
対
応
し
て
い
く
。国産販売されている液体ミルク
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一
般
質
問

深
野
　
町
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
に
あ
る
、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
具
現
化
の
施
策
は
。

町
長
　
情
報
化
は
必
須
で
あ

る
。
10
年
前
か
ら
光
フ
ァ
イ

バ
ー
敷
設
に
取
り
組
ん
だ
。今

の
ケ
ー
ブ
ル
線
を
活
用
し
、積

極
的
に
進
め
て
い
く
。

深
野
　
緊
急
事
態
の
折
に
自

宅
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
が

出
来
る
の
か
。

教
育
課
長
　
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う

適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

深
野
　
ネ
ッ
ト
環
境
が
な
い

家
庭
に
対
し
、ル
ー
タ
ー
を

貸
出
す
が
、使
用
料
の
保
護

者
負
担
に
対
し
、生
活
が
厳

し
い
家
庭
に
対
す
る
施
策
は
。

中
学
校
新
制
服
の
保
護
者

負
担
を
軽
減
す
る
協
議
を

小
中
学
校
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
構
想
に
む
け
た
施
策

は

ギ
　
　
　
ガ

深野　良二　議員

タブレットで学びの環境充実を

GIGAスクール構想で教育格差をうまない施策を
全ての子どもたちが安心して学習できる環境をめざす

教
育
課
長
　
要
保
護
・
準
要

保
護
家
庭
以
外
の
通
信
料
の

公
費
負
担
は
考
え
て
い
な
い
。

深
野
　
全
て
の
子
ど
も
た
ち

の
環
境
を
整
え
、同
時
に
ス

タ
ー
ト
し
な
い
と
教
育
格
差

が
生
ま
れ
る
。タ
ブ
レ
ッ
ト
を

活
用
し
た
学
習
方
法
を
模
索

し
、学
び
の
環
境
づ
く
り
を
。

教
育
長
　
多
様
な
子
ど
も
た

ち
一
人
ひ
と
り
に
、個
別
最
適

化
さ
れ
た
施
設
、能
力
が
一
層

確
実
に
育
成
で
き
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
を
実
現
し
て
い
く
。

町
長
　
教
育
環
境
に
つ
い
て

は
国
に
要
望
し
て
い
く
。

〇
教
職
員
不
足
の
問
題

〇
教
室
不
足
の
問
題

ギ　   ガ

ギ
　
　
　
　

ガ

そ
の
他
の
質
問

児
童
生
徒
向
け
、一
人
１
台

の
端
末
と
高
速
大
容
量
の

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一

体
的
に
整
備
し
、多
様
な

子
ど
も
た
ち
を
誰
一
人
取

り
残
す
こ
と
な
く
、創
造

性
を
育
む
教
育
を
学
校
現

場
で
持
続
的
に
実
現
さ
せ

る
構
想
で
す
。

深
野
　
中
学
校
が
新
制
服
に

な
っ
た
が
、問
題
点
は
な
い
の

か
。

教
育
課
長
　
教
育
委
員
会
や

学
校
に
対
し
て
の
相
談
等
は

な
い
。生
徒
た
ち
の
反
応
も
、

肯
定
的
な
も
の
が
多
い
。

深
野
　
新
制
服
の
金
額
が
同

じ
業
者
な
の
に
、夜
須
中
学
校

の
制
服
の
方
が
高
い
。業
者
と

の
協
議
を
行
う
べ
き
で
は
。

教
育
課
長
　
夜
須
中
学
校
の

制
服
に
つ
い
て
は
、価
格
を
抑

え
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、業
者

と
の
協
議
を
重
ね
て
い
く
。

深
野
　
感
染
等
に
よ
る
自
宅

待
機
等
の
子
ど
も
た
ち
に
対

す
る
学
習
支
援
は
。

教
育
課
長
　
各
担
任
が
定
期

的
な
電
話
連
絡
や
訪
問
を
行

い
、プ
リ
ン
ト
を
活
用
し
、学

習
し
て
い
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
と
は
？

ギ
　
　
　
ガ

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

　
学
習
支
援
は



河
内
　
コ
ス
モ
ス
プ
ラ
ザ
駐

車
場
は
白
線
が
消
え
か
か
っ

て
い
て
、事
故
の
心
配
も
懸

念
さ
れ
る
。早
急
に
整
備
す
べ

き
で
は
。

財
政
課
長
　
質
問
の
通
告
を

受
け
、状
況
か
ら
早
急
に
対

応
が
必
要
と
考
え
整
備
し

た
。

河
内
　
教
育
課
・
こ
ど
も
未

来
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
も
同

様
の
状
態
。確
認
し
対
応
を
。

教
育
課
長
　
予
算
等
を
吟
味

し
、早
急
に
対
応
し
た
い
。

河
内
　
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
の
一
部
２
割
負
担
で
、ど
の

位
の
人
に
影
響
が
で
る
の
か
。

河
内
　
コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
が

悪
化
す
る
中
、申
請
件
数
が

増
え
て
い
な
い
。申
請
へ
の
た

め
ら
い
の
根
深
さ
が
あ
る
の

で
は
。制
度
の
周
知
徹
底
が

必
要
で
は
。

福
祉
課
長
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
相
談
窓
口
な
ど
、県
の
指

導
の
も
と
適
切
な
対
応
に
努

め
て
い
る
。

河
内
　
教
育
に
力
を
入
れ
て

い
る
筑
前
町
と
し
て
、先
取

り
で
30
人
学
級
を
実
現
す
る

考
え
は
。

町
長
　
必
要
性
を
教
育
的
見

地
か
ら
認
め
ら
れ
た
ら
、協

議
を
し
た
い
。

健
康
課
長
　
国
で
は
、被
保

険
者
の
約
20
％
が
該
当
す
る

と
見
込
ん
で
お
り
、
町
で
は

８
６
２
人
に
な
る
と
推
計
さ

れ
る
。

河
内
　
厚
生
労
働
省
は
、一
人

当
た
り
年
間
平
均
３
万
円
か

ら
４
万
円
の
負
担
増
。そ
れ

に
よ
る
受
診
行
動
の
変
化
で

医
療
給
付
費
が
年
間
１
０
５

０
億
円
も
減
少
す
る
と
試
算

し
て
い
る
。減
ら
し
て
き
た
国

庫
負
担
を
元
に
戻
せ
と
国
に

要
望
す
べ
き
で
は
。

町
長
　
止
む
を
得
な
い
と
判

断
。制
度
に
つ
い
て
問
題
が
あ

れ
ば
、広
域
連
合
を
通
じ
国

等
へ
要
望
し
て
い
き
た
い
。

河
内
　
国
民
が
必
要
な
医
療

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と

を
、政
府
が
事
前
に
知
り
な

が
ら
負
担
増
を
図
る
な
ど
、

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
。
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一
般
質
問

白
線
が
消
え
て
危
な
い

先
取
り
で
30
人
学
級
を

被
保
険
者
の
約
20
％
の

　
人
が
２
割
負
担
に

生
活
保
護
は

　
国
民
の
権
利

河内　直子　議員

キレイに整備された

白線が消えかかっている駐車場の整備を
安全対策上、早急に作業を進め補修完了

コスモスプラザ駐車場

こども未来館駐車場



山
本
　
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル

を
開
設
し
て
４
年
目
に
な
る

が
、今
日
ま
で
の
実
績
は
。

教
育
課
長
　
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、勉
強
の
仕
方
や
テ
ス
ト
の

成
績
が
上
が
っ
た
な
ど
の
回

答
が
あ
っ
た
。

山
本
　
現
在
の
塾
生
は
各
学

校
１
２
０
名
定
員
に
対
し
て

も
、実
績
で
60
名
、50
％
の
実

績
で
し
か
な
い
。塾
生
拡
充
の

た
め
の
、更
な
る
方
策
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長
　
保
護
者
の
負
担
軽

減
と
学
習
で
き
る
環
境
を

し
っ
か
り
作
り
、定
数
に
達
す

る
よ
う
Ｐ
Ｒ
す
る
。

山
本
　
県
下
で
も
大
変
評
価

が
高
く
、先
進
的
な
事
業
で
あ

る
。も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
、

拡
充
を
し
て
ほ
し
い
。

町
長
　
子
ど
も
た
ち
の
未
来

へ
の
投
資
を
し
た
い
。
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一
般
質
問

山
本
　
町
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
で
は
、人
口
減
少
地
域
へ
の

活
性
化
策
を
推
進
す
る
と
書

か
れ
て
い
る
。こ
の
人
口
減
少

地
域
は
、ど
の
地
域
な
の
か
。

企
画
課
長
　
三
並
小
学
校
区

域
の
人
口
減
少
が
進
ん
で
お

り
、合
併
時
と
比
較
し
て
、５

０
２
人
、23
．７
％
の
減
。

山
本
　
平
成
27
年
策
定
の
総

合
戦
略
で
は
、最
重
点
施
策

と
し
て
、山
麓
沿
線
の
活
性

化
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。す

で
に
、６
年
が
経
過
し
て
い
る

が
、人
口
増
に
向
け
て
の
対
策

は
。

町
長
　
上
下
水
道
の
整
備
・

教
育
環
境
・
保
育
所
と
い
っ
た

生
活
に
必
要
な
施
設
の
整
備

が
あ
っ
て
定
住
人
口
が
増
え

る
。や
は
り
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

が
必
要
。

ど
う
維
持
す
る
？

　
人
口
３
万
人

山本　一洋　議員

元気に集団登校する子どもたち

人口減少地域への、人口増加につながる活性化策は
民活による山麓沿線の活性化策を講じる

山
本
　
山
麓
線
の
開
通
・
み
な

み
の
里
等
で
の
取
り
組
み
に

よ
っ
て
、交
流
人
口
は
増
え
た

が
、定
住
人
口
増
に
つ
な
が
っ

て
い
な
い
。も
っ
と
具
体
的
な

取
り
組
み
が
必
要
で
は
な
い

か
。

町
長
　
三
並
校
区
を
中
心
と

し
た
山
麓
沿
線
等
々
の
活
性

化
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ

り
、住
民
や
施
設
の
方
々
の
人

材
を
生
か
し
て
、議
論
を
進
め

た
い
。

山
本
　
空
き
家
の
積
極
的
な

活
用
や
生
徒
数
減
少
小
学
校

で
は
、学
校
選
択
制
の
導
入
・

学
校
の
空
き
室
を
活
用
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
と

し
て
活
用
す
る
等
、考
え
て
み

て
は
ど
う
か
。

町
長
　
教
育
的
分
野
も
視
野

に
入
れ
、地
域
資
源
を
生
か
し

た
活
性
化
策
を
考
え
て
い
き

た
い
。

　山
本
　
中
学
生
を
対
象
と
し

た
町
独
自
の
ア
フ
タ
ー
ス

ク
ー
ル(

公
営
塾)

は
評
価
が

高
い
と
聞
く
が
、開
設
の
目
的

は
。

教
育
課
長
　
中
学
生
の
学
習

に
対
す
る
意
欲
の
喚
起
や
家

庭
学
習
の
定
着
を
促
し
、安
い

費
用
で
、遠
く
ま
で
通
う
こ
と

な
く
、基
礎
的
・
基
本
的
な
内

容
の
定
着
を
目
指
し
て
い
る
。

「
教
育
づ
く
り
」の

　
具
体
策
は
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コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な

毎日元気に畑仕事

標準予防策装備で出動

朝園区　松田幸子さん（91歳）

西部分署　救急救命士

コロナに負けるな！

家族やご近所の方々へ

医療機関スタッフの方々へ

コロナ禍の今・・・
「ありがとう」を伝えたい 第３弾

　「コロナに負けるな」シリーズ第３弾では、“「ありがとう」を伝えたい”をテーマに、町内で活躍
されている方々にインタビューをしました。

　毎朝、朝６時30分から元気に畑仕事に出かけられ
ることに感謝。畑で実った野菜をお友達におすそ分
けをし、喜んでもらえることに感謝。
　自分が行動することに、何も言わず見守ってくれる
家族に感謝。
　感謝・感謝の日々を過ごしています。

　保健所の依頼を受け

て、情報共有しながら陽

性者の自宅又は医療機

関から収容可能医療機

関へ。搬送後は必ず車内消毒と、標準予防策衣

等を医療ゴミとして廃棄しています。救急出

動時は常時、標準予防策としての装備に加え、

高度なN95マスクを常時装着し、万全を期し

て出動しています。

　私たち救急隊の業務は、医療機関までの搬

送で一区切りとなりますが、医療機関のスタッ

フは検査・治療と長期にわたり感染予防に配

慮しながら対応されて

います。心身共に大変ご

苦労されているにも関

わらず、救急車の快い受

け入れに、大変感謝して

います。

医療従事者の皆様へ

　医療従事者の皆様に

おかれましては、世界的

にコロナ感染が長期化

している今日、治療・ケア

に全力を注いでいただき大変感謝しており

ます。

　まだまだ予断を許さない状況が続きます

が、お体に気を付けてください。

　私たち職員一同、通所されている利用者49

名の手洗い・消毒・検温を、できる範囲で最大

限人権を尊重しながら実施しています。特に

手洗いについては、「嵐」の動画を見ながら音

楽を流すことで、きっかけを作り、スムーズに

実施できるようになりました。

甘木・朝倉消防署

ほっとスペースあさくら　施設長
障がい福祉サービス事業所
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記

後

集

編　梅
雨
と
同
時
に
夏
の
暑
さ
が

や
っ
て
き
た
。衣
替
え
が
い
き
な

り
夏
服
に
、春
は
瞬
く
間
に
過

ぎ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。桜
は
散

り
新
緑
が
景
色
を
変
え
て
い

き
、い
つ
の
間
に
か
燕
た
ち
が

や
っ
て
き
た
。し
ば
ら
く
す
る

と
、子
燕
た
ち
が
羽
ば
た
き
始

め
、田
ん
ぼ
が
黄
色
か
ら
緑
の
水

田
に
変
遷
し
て
い
っ
た
。

　季
節
は
毎
年
同
じ
よ
う
に
め

ぐ
っ
て
き
て
、循
環
し
て
い
く
。

　種
の
法
則
を
守
っ
て
い
る
動

植
物
た
ち
は
、そ
の
め
ぐ
る
季

節
の
中
で
生
き
て
い
る
。

　人
は
自
分
の
中
の
自
然
と
、

知
識
と
い
う
頭
脳
の
両
方
を

も
っ
て
、循
環
し
な
が
ら
生
き
て

い
る
。や
は
り
、人
も
自
然
の
中

で
生
か
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　

 

（ 

柳

　雅
明 

）

令和３年９月定例会日程（予定）

９月６日（月）～９月1７日（金）

９月８日（水）・９日（木）

９月13日（月）～15日（水）
※日程は変更になる場合があります

一般質問通告書は、８月25日以降、ホーム
ページで公開する予定です。支所窓口や議会
事務局でも配布しています。

一般質問

決算審査特別委員会

発
行
責
任
者

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議

　
　長

委 

員 

長

副
委
員
長

委

　
　員

委

　
　員

委

　
　員

委

　
　員

田
中

　政
浩

石
橋

　里
美

柳

　
　雅
明

寺
原

　裕
明

木
村

　和
彦

木
村

　博
文

河
内

　直
子

まちかどスナップ

青い空に長くのびる雲が、コロナに打ち勝つ
「勝利のVサイン」に見えました。

【問合せ先】 筑前町議会事務局 0946-42-6622

　炭焼池は、県営地域環境用地整備事業として周囲を公園

化した、灌漑用の池です。春は桜が咲き、初夏からアジサイ

が湖畔を埋め尽くし、地域の方の憩いの場所として整備さ

れ守られています。

　この池の周辺には、曽根田地区が大事にしているお社が

山中にあります。由緒あるお社ですので、足を延ばして古

をしのんでみてはいかがでしょう。

　眼下の炭焼集落の先に三並小学校、その先には豊かな

田園風景が広がっています。いつまでも残したい心の風景

です。

まちの風景～炭焼池公園～

かん がい

いにしえ

議会広報委員会では、議会だよりの表紙
写真を募集しています。町内で撮影した
「とっておきの１枚」を、ぜひご応募ください。

（朝園区：北村博任さん撮影）


